
開催日 ７ 月 ２７ 日 （木） ８ 月 ２４ 日 （木）

分野 ＬＧＢＴ 子ども

講
座
名

一人ひとりが生きやすい社会のために
～2015年度ＬＧＢＴ教職員意識調査から～

「人は人の中で育つ」
～不登校生とかかわってきて～

講
師

公益財団法人 反差別・人権研究所みえ
事務局次長 本江 優子（もとえ ゆうこ）

学校法人 玉村学園 一志学園高等学校
理事長・校長 玉村 典久（のりひさ）

内
容
・
講
師
紹
介
な
ど

 (公財） 反差別・人権研究所みえは、三重県人権セ
ンター２階に事務所があり、同和問題をはじめとする
様々な人権問題の調査・研究事業や研修・育成事業
等を通して、「人権が尊重される三重をつくる条例」の
具現化とあらゆる差別の撤廃に寄与することを目的と
して活動している団体です。

・2015年度に実施された「ＬＧＢＴに関する三重
県教職員意識調査」の結果をもとに、ＬＧＢＴを
含む性的マイノリティについて考えます。
・性的マイノリティとは、何か？（基本的な捉え
方）
・性的マイノリティの現状
・性的マイノリティをとりまく課題とは？
●講師紹介
・ 1999年、「反差別・人権研究所みえ」の前身で
ある「反差別国際会議みえ（ＩＭＡＤＲ-ＭＩＥ=イマダ
―ミエ）」で、人権に関するさまざまな差別問題に
携わり、その問題解決に向けて人権啓発に取り組
む。
・2005年4月、「財団法人 反差別・人権研究所み
え」が設立（2012年4月より公益財団法人となる。）

さらに活動の場を広げ、企業・行政向けのセクハ
ラ・パワハラ、女性の人権、子どもの人権、ＣＳＲ
（ＳＲ）と人権などの研修や、県内小中高生を対象
とした部落問題や仲間づくりを中心とした講演など
も行っている。

不登校生の現状と彼らへの望ましい支援の
在り方について学びます。

●講師紹介
・昭和60年より県立高等学校で教員として勤

務
・平成17年早期退職してＮＰＯ法人を成立、
・フリースクール「チャレンジスクール三重」を

開校
・平成28年1月、不登校生のための通信制高

校である「一志学園高等学校」を開校

分野 外国人 インターネット

講
座
名

外国人支援実践者からみた多文化社会の課題
～外国人住民が相談しやすい窓口のために私たちが

できること～
インターネットと差別問題

講
師

（公財）兵庫県国際交流協会外国人県民ＩＣスペイン語
相談員 村松 紀子（のりこ）

公益財団法人 反差別・人権研究所みえ
常務理事兼事務局長 松村 元樹（もとき）

内
容
・
講
師
紹
介
な
ど

地域に住む外国にルーツをもつ住民は特別
な存在ではありません。国際交流・支援団体だ
けでなく、様々な窓口にやってきます。外国人
の相談には制度の違い、異文化理解、言語な
どの配慮が必要です。外国人の相談窓口を担
当する職員が最低限知っておきたい基礎知識
を中心に、コミュニケーションの取り方や異文
化理解などのワークを取り入れながら外国人
住民が相談しやすい窓口であるために私たち
にできることを一緒に考えていきます。

●講師紹介
（公財）兵庫県国際交流協会外国人県民ＩＣ

スペイン語相談員（社会福祉士、在住外国人
支援におけるソーシャルワーカー・相談員とコ
ミュニティ通訳者育成を専門としている。）
（財）自治体国際化協会地域国際化推進アド
バイザー
愛知県立大学外国語学部非常勤講師
2010年より愛知県立大学外国語学部非常勤講師の
他、自治体国際化協会、日本看護協会、日本社会福
祉士会などでも研修を行う。

 (公財） 反差別・人権研究所みえは、三重県人権
センター２階に事務所があり、同和問題をはじめと
する様々な人権問題の調査・研究事業や研修・育
成事業等を通して、「人権が尊重される三重をつく
る条例」の具現化とあらゆる差別の撤廃に寄与す
ることを目的として活動している団体です。

インターネットのなかでは、長年にわたって差
別問題が発生し続けています。人権問題の解
決に資するための法律が施行されるなかで、
法律の具現化に向けて、何が必要であるかに
ついて、現状と課題、最近の取組状況等を紹
介し模索します。
●講師紹介

1981年2月生まれ 三重県伊賀市出身
・ 公益財団法人 反差別・人権研究所みえ

常務理事兼事務局長
・ＮＰＯ法人いが創造塾 理事長
・差別禁止法の制定を求める市民活動委員会 幹
事
・三重県いじめ調査委員会 委員
・三重県に障害者差別解消条例（仮称）をつくる会

事務局

１

期
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三重県人権センター問い合わせ先 （０５９－２３３－５５０５）


